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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月29日(2013.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　肝細胞増殖因子をコードする核酸を含有するリンパ管形成促進剤。
【請求項２】
　前記肝細胞増殖因子が、配列番号１で示されるアミノ酸配列を有するポリペプチド又は
配列番号１で示されるアミノ酸配列と少なくとも９０％のアミノ酸配列同一性を有しかつ
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肝細胞増殖因子活性を有する類似体である、リンパ管形成促進剤。
【請求項３】
　前記肝細胞増殖因子が、配列番号１のアミノ酸55～728で示されるアミノ酸配列を有す
るポリペプチド又は配列番号１のアミノ酸55～728で示されるアミノ酸配列と少なくとも
９０％のアミノ酸配列同一性を有しかつ肝細胞増殖因子活性を有する類似体である、リン
パ管形成促進剤。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載のリンパ管形成促進剤を含んで成る、乾癬の治療の
ための製剤。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれか１項に記載のリンパ管形成促進剤を含んで成る、酒さ性皮膚病
の治療のための製剤。
【請求項６】
　局所投与又は非経口投与用に処方された、請求項４又は５に記載の製剤。
【請求項７】
　液体溶液、分散液、懸濁液、錠剤、丸剤、散剤、リポソーム又は座剤として製剤化され
た、請求項６に記載の製剤。
【請求項８】
　賦形剤をさらに含んで成る、請求項１～３のいずれか１項のリンパ管形成促進剤。
【請求項９】
　制御放出剤をさらに含んで成る、請求項１～３のいずれか１項のリンパ管形成促進剤。
【請求項１０】
　賦形剤をさらに含んで成る、請求項４また５に記載の製剤。
【請求項１１】
　制御放出剤をさらに含んで成る、請求項４また５に記載の製剤。
【請求項１２】
　前記局所用に処方された製剤がリポソームをさらに含んで成る、請求項６記載の製剤。
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